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■内需を中心に景気回復が持続 

フィリピンでは、内需を中心に景気回復が続いてい

る。マニラ首都圏の活動規制は、7 月 15 日時点で 5 段

階中最も緩い「1」が 4 ヵ月半以上続いており、小売・娯

楽施設の人出はコロナ禍前の水準を大きく上回ってい

る（右上図）。6 月の新車販売台数は、前年同月比＋

26.8％と 4 ヵ月連続で前年を上回った。家計の主要な所

得源のひとつである在外フィリピン人からの送金（ペソ

建受取額）も、5月に前年同月比＋11％と 15ヵ月連続で

増加しており、消費の回復を支えている。4～6月期の消

費者信頼感指数は▲5.2 ポイントと、前期から 9.9 ポイン

ト上昇しており、消費マインドの改善も続いている。企業

の生産活動も堅調である。5 月の製造業 PMI は 53.8

と、昨年 9月以降、良し悪しの分岐点となる 50超が続い

ている。 

フィリピンでも、6 月半ばから新型コロナの感染が再拡大しているが、現時点では軽症者が大半を占めており、

7 月 13 日時点のマニラ首都圏の病床使用率は 30％にとどまっている。政府は、経済活動の正常化をさらに進

めるため、8月中に現行の活動規制の枠組みを見直す予定である。 

 

■インフレの加速を受け、大幅な利上げを実施 

一方で、金融引き締めによる景気下押し圧力が懸念

材料として浮上している。消費者物価指数は 5 月に前年

同月比＋6.1％と、前月の同＋5.4％から加速し、フィリピ

ン中央銀行の目標値（＋2～4％）を 3 ヵ月連続で超えた

（右下図）。原油価格の高騰による輸送価格の上昇や、

肉や小麦等食料価格の上昇が消費者物価を押し上げて

いる。これを受けて中央銀行は、7 月の緊急会合で政策

金利を0.75％引き上げた。一度の利上げ幅としては過去

最大であり、これにより 5 月以降の利上げ幅は合計で

1.25％に達した。 

政治面では、マルコス大統領の支持率（6 月 30 日の

就任後の調査）は 68％と非常に高い。しかし、6 月に実

施された他の調査では、国が対応すべき差し迫った懸

念事項として「インフレ」と回答した割合は 57％に達している。マルコス新政権にとってインフレ対応は重要であ

り、今後も利上げによるインフレ抑制を目指す可能性が高い。さらに、米国の利上げペースが加速するなか、イ

ンフレ抑制だけでなく、通貨防衛にも注力する必要がある。そのため、利上げの加速が先行きのフィリピン景気

を下押しする可能性には注意を要する。 
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